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平成２９年九州北部豪雨災害から5年

あの日、あの時、あなたは

東
峰

見
聞
録

そ
の
声
を

後
世
に
紡
ぎ
た
い

村
民
の
皆
さ
ま
へ

　
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
災

害
か
ら
５
年
。
災
害
復
旧
工
事

の
完
了
も
よ
う
や
く
見
え
て
き

た
中
、
徐
々
に
薄
れ
て
い
く
当

時
の
記
憶
。
50
年
に
一
度
、
１

０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
自

然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
起
こ

る
近
年
、
東
峰
村
に
お
い
て
も
、

も
う
災
害
は
起
こ
ら
な
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

　
広
報
委
員
会
で
は
、
５
年
前

の
皆
さ
ま
の
体
験
を
ぜ
ひ
記
録

と
し
て
残
し
て
い
く
た
め
に
、

災
害
発
生
当
時
の
こ
と
を
お
聞

き
し
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

東
峰
村
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会
広
報
特
別
委
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12月定例会トピックス  ここに注目！
　令和4年12月定例会は12月12日から14日までの会期で開催しました。
　規約の変更1件、条例改正４件、補正予算3件(一般会計、特別会計）、推薦1件、発議1
件を慎重審議し、原案どおり可決しました。また8人の議員が一般質問を行いました。なお、
一般会計補正予算は5128万9千円を追加し、総額42億1758万9千円となりました。

肥 料 名 肥料購入金額 補助金額

ようりん 20kg

24,085円 4,471円
有機入り園芸化成250 20kg

NK化成2号 20kg

精粒苦土石灰1号 20kg

鶏糞ペレット(大地のめぐみ)20kg

　
12
月
定
例
会
補
正
予
算
に
て
、国
の
肥
料
価
格
高
騰
対
策

補
助
金
の
村
負
担
金（
秋
肥
分
）が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。制
度

上
、対
象
者
と
対
象
肥
料
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、フ
ロ
ー
チ

ャ
ー
ト
で
解
説
し
ま
す
。令
和
４
年
秋
肥
の
補
助
金
申
請
は
村

内
で
16
件
で
し
た
。

秋肥を申請した農業者Aさんの場合

化学肥料低減の取組
ア 土壌診断による施肥設計
イ 生育診断による施肥設計
ウ 地域の低投入型の施肥設計の導入
エ 堆肥の利用
オ 汚泥肥料の利用（下水汚泥等）
カ 食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）
キ 有機質肥料（指定混合肥料等を含む）の利用
ク 緑肥作物の利用
ケ 肥料施用量の少ない品種の利用

コ 低成分肥料(単肥配合を含む）の利用
サ 可変施肥機の利用（ドローンの活用等も含む）
シ 局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、灌注施肥
　 等）の利用
ス 育苗箱（ポット苗）施肥の利用
セ 化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの施肥
　 量・肥料銘柄の見直し（ア～スに係るものを除く）
ソ 地域特認技術の利用
タ 県独自技術（稲ワラのすき込み等）の利用

補助額は？
支援金＝ 当年の肥料費 ー 当年の肥料費 ÷ 価格上昇率 ÷ 使用量低減率   × 0.9

前年度から増加した肥料費について、その９割(国70%・県15%・村5%合わせ
て)を支援金として交付します。（ただし、県の上乗せは令和5年3月注文分まで） 

（ ）
国が決定
秋肥：1.4
春肥：未定

国・県・村
合わせて（ ）（0.9）

は い

いいえ

右ページ下部の「化学肥
料低減」の取組に3つ以
上取り組みますか？

は い

いいえ

購入した肥料の領収書ま
たは請求書は手元にあり
ますか？

対象になります
肥料購入先にお問合せください

は い

いいえ

肥料はJA筑前あさくら
やその他取扱店(※)で購
入しましたか？

対象になりません
不明な場合は肥料購入先にお問合せください

は い

いいえ

来年春肥(令和4年11月
～令和5年5月に注文)を
注文しましたか？

スタート

※肥料取扱店につい
ては、県WEＢページ
の取組実施者一覧表
をご覧ください。 

※秋肥の申請では、多くの方が土壌診断による施肥設
　計や堆肥の利用等で申請されています。

肥
料
価
格
高
騰
対
策
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
ウ
チ
は
申
請
で
き
る
?!

イ
マ
イ
チ
わ
か
り
に
く
い

申請条件が煩雑なため、農林建設課には丁寧な相談サポートを求めるともに、村
独自の小規模農家に適した肥料・資材価格高騰対策の立案を求めてまいります。

議会より一言



一 般 質 問

一般質問の詳細は

議事録をチェック！！

ここが聞きたい！
令和４年 東峰村議会 第8回（12月）定例会

質問順 質問事項（色付きは記載事項）議員名 ページ

ふるさと納税について
物価高への対応について
村の広報について
医療・介護・福祉部署の専門職員の確保について
教育委員会への指導主事配置について

1 高橋　弘展 P8

公共施設等のトイレ状況について
公共施設等の手洗い場の整備状況について2 髙倉 美紀惠 P8

村長に就任して１年間の成果と課題について
今後の村づくりにむけた具体的な目標の設定について
イングリッシュキャンプの成果と課題について
外国語教育の更なる充実にむけて

4 佐々木　孝 P9

トーキコーディネ－タ－事業の結果について5 佐々木 紀嘉 P10

行政のデジタル化について
移住定住について大蔵　久徳8 P11

和田　将幸
平成２９年災害復旧工事について
福岡県日田彦山線沿線振興基金について
駅周辺整備について

6 P10

黒川　隆康 観光に関わる委員会の在り方について7 P11

梶原　伯夫 農業・農地問題について
地域交通について3 P9

第７回臨時会（11月）議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

和
田
将
幸

樋
口
　
朗

佐
々
木
孝

髙
倉
美
紀
惠

梶
原
伯
夫

高
橋
弘
展

大
蔵
久
徳

佐
々
木
紀
嘉

黒
川
隆
康

賛成：○　反対：●　欠：－

補
正
予
算

令和4年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第4
号）について（生活応援商品券等）

可
決

令和4年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳
出補正予算（第2号）について

可
決

そ
の
他

財産の取得について（スクールバス）可
決

全 員 賛 成

第８回定例会（１2月）議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

和
田
将
幸

樋
口
　
朗

佐
々
木
孝

髙
倉
美
紀
惠

梶
原
伯
夫

高
橋
弘
展

大
蔵
久
徳

佐
々
木
紀
嘉

黒
川
隆
康

賛成：○　反対：●　欠：－

補
正
予
算

規
　
約

そ
の
他

条
　
　
例

甘木・朝倉・三井環境施設組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び共同処理する事務の変更並
びに甘木・朝倉・三井環境施設組合規約の変更につ
いて

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

東峰村特別職の職員の給与等に関する条例及び東峰
村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

東峰村一般職の職員の給与に関する条例及び東峰村
一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

東峰村公民館条例の一部を改正する条例の制定に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

東峰村青少年育成村民会議条例の一部を改正する条
例の制定について

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

令和４年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第５
号）について　　　　　　　　　　　　 4・5ページへ

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

令和４年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補
正予算（第2号）について

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

令和４年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳
出補正予算（第3号）について

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○

議員定数調査特別委員会の設置に関する決議案の提
出について　　　　　　　　　　　　　  12ページへ

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○



東峰学園4年生のオン
ライン英語学習の様子

外
国
語
教
育
の
充
実
に
向
け
て

議
員　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

の
経
費
と
妥
当
性
は
。

教
育
課
長　
全
部
で
１
１
１
万
７
千
円

だ
っ
た
。
妥
当
と
考
え
る
。

議
員　
東
峰
学
園
は
、
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を
は
じ
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、

英
語
講
師
、
オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
学
習

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ

や
国
際
情
勢
等
で
難
し
い
と
思
う
が
、

キ
ャ
ン
プ
の
予
算
を
活
用
し
て
、
修

学
旅
行
を
海
外
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
留
学
生
と
の
交
流
や
セ
イ
ハ

の
一
日
英
語
漬
け
教
室
で
の
体
験
を

重
ね
、
親
や
村
民
の
前
で
ス
ピ
ー
チ

す
る
こ
と
等
を
組
み
合
わ
せ
て
い
き

た
い
。

議
員　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
」
設
立
に
向
け
て
、
今
後
の

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

村
長　
行
政
区
の
再
編
で
は
な
く
、

今
の
行
政
区
を
ベ
ー
ス
に
大
き
な
く

く
り
で
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
話
し
合
い
の
場
を
つ
く
る
。
今
年

度
、
職
員
の
勉
強
会
を
行
い
、
来
年

度
設
立
検
討
会
（
仮
名
）
を
設
け
る
。

地
区
の
代
表
と
職
員
で
よ
り
良
い
仕

組
み
作
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

き
、
準
備
が
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
。

村
づ
く
り
の
デ
ザ
イ
ン
化

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

議
員　
村
づ
く
り
を
「
デ
ジ
タ
ル
化

の
最
も
進
ん
だ
東
峰
村
」
の
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
で
き
な
い
か
。

村
長　
デ
ジ
タ
ル
田
園
構
想
の
中
で
、 

「
デ
ジ
タ
ル
は
生
活
を
豊
か
に
す
る
」

も
の
に
つ
い
て
、
具
体
的
内
容
を
検

討
し
て
い
る
。

村
長  

来
年
度
、設
立
検
討
会
を
設
け
る

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」の
設
立
計
画
は

佐々木  孝  議員

地
域
交
通
の
実
証
実
験
は
村
民
に
伝
わ
っ
て
い
る
か

村
長  

防
災
無
線
の
放
送
等
で
呼
び
か
け
る

梶原 伯夫 議員

議
員　
会
議
が
３
回
し
か
な
い
中
で
、

協
議
会
で
の
意
見
だ
け
で
よ
い
の
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
村
内
で
の
移

動
目
的
を
調
査
し
、
交
通
網
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
村
民
の
利
用
状
況

を
把
握
し
て
い
る
。

村
長　
計
画
を
作
っ
て
終
了
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
今
後
と
も
協
議
を

行
い
改
善
す
る
。
よ
り
地
域
に
合
う
、

利
用
し
や
す
い
交
通
体
系
の
整
備
に

努
め
た
い
。

議
員　
会
議
が
少
な
い
中
で
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
住
民
代
表
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
地
域
公
共
交

通
会
議
は
、
村
・
道
路
管
理
者
・
交

通
事
業
者
・
住
民
ま
た
は
利
用
者
・

運
輸
支
局
・
運
転
者
が
組
織
す
る
団

体
等
を
含
め
る
必
要
が
あ
る
。
委
員

は
16
名
で
、
村
民
は
７
名
。

議
員　
な
ぜ
議
員
を
入
れ
な
か
っ
た

の
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
検
討
し
た
が
、

近
隣
の
状
況
や
県
の
指
導
で
入
れ
て

は
い
な
い
が
、
議
会
に
は
随
時
報
告

や
状
況
の
説
明
を
し
て
い
く
。

議
員　
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
が
、

村
民
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　
思
っ
た
よ
り
利
用
が
少
な
い

の
で
、
防
災
無
線
を
使
っ
て
呼
び
か

け
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。

実証実験で使用した乗合タクシー

身障者用のみの
トイレ（つづみの里）

多目的表示のトイレ
（いずみ館）

ど
な
た
に
も
気
持
ち
よ
く
使
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
表
示
を
変
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
東
峰
村
の

地
図
に
ト
イ
レ
の
場
所
を
書
き
込
ん

で
は
ど
う
か
。

村
長　
多
目
的
ト
イ
レ
の
表
示
に
つ

い
て
は
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
の
関
係
や
色

合
い
を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
対
応
し
た
い
。
ト
イ
レ
マ

ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
可
能
か
ど
う
か

勉
強
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

ピ
ク
ト
サ
イ
ン…

非
常
口
の
マ
ー
ク
の
よ

う
な
、
誰
に
で
も
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
簡
略

化
し
た
視
覚
記
号
。

議
員　
新
し
い
公
共
施
設
は
洋
式
ト

イ
レ
が
設
置
さ
れ
、
古
い
施
設
は
和

式
の
ま
ま
で
あ
る
。
ト
イ
レ
は
観
光

客
に
と
っ
て
大
切
な
場
所
で
あ
り
、

快
適
な
環
境
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

村
長　
施
設
改
修
を
全
体
的
に
考
え

る
う
え
で
、
総
合
施
設
等
管
理
計
画

の
個
別
計
画
を
作
っ
て
い
る
。
施
設

改
修
基
金
等
の
財
源
を
あ
る
程
度
投

入
し
な
が
ら
、
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ

い
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
と
認
識
し
て

い
る
。

議
員　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
５
番
目
に
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
平
等
が
う
た
わ
れ
て
い

る
が
、
古
い
ト
イ
レ
は
身
障
者
の

み
の
表
示
に
な
っ
て
い
る
。
新
し

い
施
設
は
、
「
多
目
的
ト
イ
レ
・

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
」
と

書
か
れ
、
表
示
も
多
彩
で
あ
る
。

観
光
に
来
て
利
用
す
る
ト
イ
レ
は
、

※

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
は
整
備
さ
れ
て
い
る
か

村
長  

ト
イ
レ
は
清
潔
で
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
が
重
要

髙倉 美紀惠 議員

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

議
員　
農
地
の
土
壌
分
析
を
行
い
、

施
肥
適
量
化
に
よ
り
肥
料
経
費
低
減

が
で
き
な
い
か
。

村
長　
物
価
高
騰
対
策
で
も
あ
る
が
、

お
い
し
い
お
米
を
作
る
た
め
に
土
壌

分
析
は
必
要
。
村
と
し
て
支
援
を
考

え
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
広
報
に
つ
い
て

議
員　
村
の
広
報
は
、
世
帯
主
向
け

だ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
で
、
個
人

に
対
し
て
広
報
が
可
能
と
な
る
の
で

は
。

村
長　
情
報
戦
略
が
村
の
戦
略
と
し

て
一
番
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
指
示

検
討
し
て
い
く
。

※

縁
故
米…

農
家
が
親
戚
や
知
り
合
い
に
無

償
ま
た
は
有
償
で
送
る
お
米
。

議
員　
「
縁
故
米
」
を
受
け
取
っ
た
家

族
や
親
戚
、
知
り
合
い
等
が
、
村
に

ふ
る
さ
と
納
税
し
、
そ
の
返
礼
品
代

を
農
家
に
還
元
す
る
仕
組
み
は
で
き

な
い
か
。
農
家
の
収
入
増
や
送
料
の

負
担
減
、
税
収
増
に
つ
な
が
る
の
で

は
。

村
長　
制
度
の
有
効
利
用
と
し
て
い

い
取
り
組
み
で
あ
り
、
検
討
に
値

す
る
。

送料負担減送料負担減
村外の生産者家族

・親戚等

収入増収入増
米生産者

税収増税収増
東峰村

返礼品代金
（縁故米代）が
支払われる

東峰村に
ふるさと納税

「縁故米」を返礼品
として送る

縁故米仕組み図

縁
故
米
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
で
き
な
い
か

村
長  

い
い
取
り
組
み
の
１
つ
で
検
討
に
値
す
る

高橋 弘展 議員
※



マイナンバーカード

議
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
策
と
そ
の
結
果
は
。

住
民
福
祉
課
長　
職
員
に
よ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
へ
の
入
力
の
手
伝
い
や
、
10

月
29
日
か
ら
行
政
書
士
が
申
請
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
防
災
無

線
、
東
峰
テ
レ
ビ
で
申
請
の
案
内
を

し
て
い
る
。
９
月
時
点
の
29
・
６
％

か
ら
11
月
末
時
点
で
42
・
７
％
、
８

４
５
名
に
交
付
を
し
て
い
る
。

※

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン…

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
、
社
会
や
生
活
を

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

議
員　
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　
職
員
数
が
少
な
い
現
在
、
そ

う
い
っ
た
職
員
の
配
置
が
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

課
題
で
あ
る
。

議
員　
近
隣
の
自
治
体
で
は
、
す
で

に
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を
導
入
し
て

い
る
。
東
峰
村
で
も
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
な
い

か
。

村
長　
デ
ジ
タ
ル
推
進
の
足
掛
か
り

と
し
て
当
然
検
討
し
て
い
る
。
国
の

交
付
金
を
活
用
し
、
早
け
れ
ば
来
年

度
か
ら
導
入
し
て
い
き
た
い
。

※

村
長  

業
務
効
率
化
に
よ
り
利
便
性
が
向
上
す
る

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
は

大蔵 久徳 議員

観
光
関
係
の
協
議
の
場
を
ま
と
め
る
べ
き
で
は

ふ
る
さ
と
推
進
課
長  

来
年
度一本
化
し
て
い
く

黒川 隆康 議員

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
第
２
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
事
業
は
、
本
年
度
、
宿

泊
プ
ラ
ン
・
グ
ル
メ
開
発
を
目
的
と

し
て
い
る
た
め
、
推
進
委
員
会
で
は

関
係
す
る
方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

議
員　
観
光
に
関
す
る
委
員
会
を
一

つ
に
ま
と
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
来
年
度
か
ら

一
本
化
で
き
る
よ
う
に
進
め
た
い
。

議
員　
観
光
に
関
わ
る
委
員
会
と
し

て
、
観
光
懇
談
会
と
観
光
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
が
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
立
ち
上
げ
の

経
緯
と
目
的
は
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
観
光
懇
談
会

に
つ
い
て
は
、
観
光
関
係
団
体
の
交

流
と
意
見
交
換
等
、
観
光
振
興
に
関

す
る
協
議
の
場
と
し
て
、
令
和
２
年

度
に
立
ち
上
げ
た
。
観
光
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
は
、
東
峰
村

観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進
・

進
捗
管
理
・
評
価
を
行
う
こ
と
。
そ

し
て
、
観
光
庁
事
業
の
第
２
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
モ
デ
ル

実
証
事
業
の
進
捗
管
理
の
た
め
に
、

本
年
度
立
ち
上
げ
た
。

議
員　
協
議
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ

だ
。ま
た
、１2
名
中
８
名
の
委
員
が
兼

任
し
て
い
る
。
委
員
選
任
の
根
拠
は
。

観光アクションプラン推進委員会

駅周辺整備に関するワークショップ

え
を
き
っ
ち
り
と
伝
え
て
い
る
。

災
害
工
事
に
お
け
る

　
　
　
　
住
民
要
望
の
引
継
ぎ

議
員　
災
害
か
ら
５
年
半
が
経
過
し
、

担
当
者
変
更
な
ど
で
住
民
の
意
見
・

要
望
が
引
き
継
げ
て
い
な
い
の
で
は
。

村
長　
説
明
会
や
現
地
立
ち
合
い
な

ど
の
議
事
録
・
記
録
簿
を
作
成
し
て

職
員
間
の
共
有
を
図
り
、
引
き
継
ぎ

処
理
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振
興

基
金
の
活
用
計
画
は
。

村
長　
主
に
駅
周
辺
整
備
等
に
か
か

る
ハ
ー
ド
事
業
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
利
用
促
進

や
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
ソ
フ
ト
事

業
を
計
画
し
て
い
る
。
特
に
駅
周
辺

の
整
備
事
業
は
、
令
和
５
年
度
ま
で

に
計
画
を
作
る
予
定
。

議
員　
基
金
活
用
実
績
は
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
添
田
町
は
令

和
３
年
度
約
１
６
０
０
万
円
、
令
和

４
年
度
約
１
億
３
３
０
０
万
円
（
見

込
み
）
。
東
峰
村
は
令
和
３
年
度
約

５
０
０
万
円
強
、
令
和
４
年
度
約
２

７
０
０
万
円
弱
（
見
込
み
）
。

議
員　
添
田
町
・
東
峰
村
、
基
金
の

配
分
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

村
長　
県
の
設
置
し
た
交
付
金
の
性

質
上
、
明
文
化
し
た
配
分
は
で
き
な

い
が
、
基
金
運
用
の
中
で
考
慮
さ
れ

る
。
随
時
、
県
に
は
村
と
し
て
の
考

日
田
彦
山
線
基
金
の
確
保
は

村
長  

運
用
の
中
で
考
慮
し
、村
と
し
て
の
考
え
は
伝
え
て
い
る

和田 将幸  議員

改修した伝統産業館

議
員　
商
社
結
成
に
至
ら
な
か
っ
た

原
因
は
。

村
長　
地
域
商
社
設
立
を
目
指
し
て

組
合
も
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
が
、

独
立
し
た
企
業
の
設
立
の
た
め
の
資

金
確
保
が
難
し
い
と
組
合
内
で
協
議

さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

議
員　
今
後
の
窯
業
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

村
長　
今
後
小
石
原
焼
、
髙
取
焼
の

振
興
に
向
け
て
、
今
回
の
よ
う
な
大

き
な
事
業
は
厳
し
い
が
、
伝
統
的
産

業
の
事
業
や
県
と
の
協
働
事
業
等
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　
こ
の
事
業
の
目
的
は
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
事
業
主
体
を

村
、
推
進
主
体
を
陶
器
組
合
と
し

て
、
小
石
原
焼
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
、

販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
、
人
材
育
成
、

後
継
者
の
確
保
等
の
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
地
域
商

社
の
設
立
。

議
員　
当
初
窯
元
何
戸
が
参
加
し
、

最
終
事
業
年
度
に
は
何
戸
が
参
加

し
た
の
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
全
窯
元
、
44

戸
が
参
加
し
、
令
和
２
年
度
、３
年
度

事
業
も
、
44
戸
参
加
と
い
う
認
識
。

議
員　
事
業
結
果
を
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

村
長　
結
果
と
し
て
、
０
か
１
か
と

い
う
形
で
い
く
と
、
地
域
商
社
は
設

立
で
き
て
な
い
。
設
立
に
つ
い
て
は
、

組
合
で
種
々
検
討
、
努
力
を
し
て
い

た
だ
い
た
と
理
解
し
て
い
る
。

ト
ー
キ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
の
結
果
は

村
長  

地
域
商
社
ま
で
で
き
な
か
っ
た

佐々木 紀嘉 議員



　
令
和
４
年
に
入
り
、
観
光
ガ

イ
ド
の
依
頼
も
増
加
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

活
発
化
し
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
（
外
国
人
旅
行
者
）
需
要
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
れ
か
ら
に

期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま

た
、
令
和
５
年
夏
に
は
Ｊ
Ｒ
日

田
彦
山
線
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
が
開
通
す

る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
乗
る

こ
と
を
観
光
の
目
的
と
な
る
よ

う
仕
掛
け
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
、
期
待
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
東
峰
村
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の

代
表
で
あ
る
小
野
豊
徳
さ
ん
は
、

観
光
ガ
イ
ド
、
木
工
品
制
作
、

特
産
品
販
売
、
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
以
降
、

観
光
ガ
イ
ド
の
依
頼
は「
ゼ
ロ
」

に
。
そ
の
窮
地
を
救
っ
た
の
は

ふ
る
さ
と
納
税
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
東
峰
木
人（
こ
び
と
）ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
ス
プ
ー
ン
や
木
べ

ら
、
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
な
ど
の

木
工
製
品
や
、
小
石
原
焼
等
の

特
産
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
出
品
す
る
こ
と
で

売
上
を
確
保
で
き
た
と
、
代
表

の
小
野
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

合
同
会
社

東
峰
村
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　

協
会 

編

小野 豊徳 代表山桜のスプーンとフォーク

議
員
定
数

　
人
口
減
少
に
伴
い
、「
議
員
定

数
」
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
現

議
員
で
今
任
期
中
に
議
論
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
12
月
定
例
会
に
て
議
員

定
数
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

を
行
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
素
案
を

作
り
、
議
員
全
員
で
熟
議
し
て

い
き
ま
す
。

　
村
議
会
議
員
は
、「
村
民
を
代

表
し
て
、
税
金
の
使
い
方
や
地

域
社
会
の
ル
ー
ル
を
決
め
、
地

域
の
未
来
の
姿
を
描
く
」
こ
と

が
仕
事
で
す
。
議
員
一
人
ひ
と

り
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
議
会

と
し
て
ど
う
活
動
す
べ
き
か
学

び
、
何
人
が
適
当
か
、
議
会
の

今
後
の
あ
り
方
を
導
き
出
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

議員定数（案）決定までのイメージ図

全員協議会
議員定数（案）決定
議員全員（１０名）

議員定数調査特別委員会
熟議

議員全員（１０名）

プロジェクトチーム
素案作成

　委員長：黒川隆康　副委員長：高橋弘展
委員：梶原伯夫・佐々木孝・樋口 朗

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
防
災
無
線
で

　
　
　
　 

　  

注
意
喚
起
す
べ
き
で
は

コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
者
へ
の
食
料
支
援
は
で
き
な
い
か

９
月
定
例
会 

一
般
質
問
よ
り

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
第
７
波
に

入
り
、
本
村
で
も
多
く
の
人
が
感
染
し
て
い
る
。
初

期
に
は
、
村
内
で
感
染
が
確
認
さ
れ
た
際
に
は
防
災

無
線
に
よ
り
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

９
月
定
例
会 

一
般
質
問
よ
り

議
員　
一
人
暮
ら
し
の
村
民

や
家
族
全
員
が
感
染
も
し
く

は
濃
厚
接
触
者
で
、
自
宅
療

養
の
場
合
の
食
料
支
援
は
で

き
な
い
の
か
。

県の食料品等支援制度があります

令和4年9月6～７日 秋に向けての啓発放送（村長）

令和4年12月１～３日 感染急増に対する冬の感染対策

令和4年9月１6～１８日
福岡コロナ特別警報から福岡コ
ロナ警報へ切り替わりにあたって
の注意、食料等の備蓄

令和４年12月４～７日 年末年始等人の移動に関する感
染対策、食料等の備蓄（村長）

令和4年12月28～31日 年末年始等の感染対策、食料等
の備蓄

放送日 内 容

防災無線で注意喚起されました

◆支援対象者（全てを満たす方が対象）
・新型コロナウイルス感染症の陽性者で自宅療養される方
・家族等による買い物支援やその他の食料品等支援が受
けられない方
・ネット販売、宅配サービス等での購入が困難な方
・当面の食料品等の買い置きがない方
※有症状の場合で症状軽快から24時間経過した方、無症
状の方、濃厚接触者の方は対象外です。また、これらの方
が家庭内にいらっしゃる場合も対象外となります。

◆費用負担
無料（利用者負担はありません）

◆提供方法及び配送日時
支援対象者に県から受託しているエフコープ生活協同組合
が配達します。（配送日時の指定はできません）

◆申込方法
県ホームページをご参照の上、ホームページ内
からお申し込み下さい。医療機関で受診され
た方にお配りしているチラシにかかれている
電話番号からもお申し込みできます。

配達される食料品等

県ではパルスオキシメーター
の貸出も行っています

追跡！ あの質問どうなった？！

結 

果

結 

果

ど
う
す
る
？



今、    調べてる？？ 常任委員会報告

　
近
年
の
地
球
温
暖
化
に
伴
い
、

東
峰
村
で
も
夏
場
は
高
温
多
湿

と
な
り
、
熱
中
症
の
対
策
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
22

日
の
委
員
会
で
は
、
住
民
福
祉

課
に
熱
中
症
対
策
の
状
況
を
質

問
し
、
委
員
会
と
し
て
次
の
事

項
を
申
し
入
れ
、
回
答
を
得
ま

し
た
。

総
務
企
画
課
・
住
民
福
祉
課
・
教
育
課
の
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

調
査
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
開
催
日　
令
和
４
年
５
月
26
日
・
７
月
19
日
・
８
月
22
日 

・
９
月
29
日

　
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ

化
に
伴
い
、
駅
周
辺
整
備
が
予

定
さ
れ
る
筑
前
岩
屋
駅
、
大
行

司
駅
、
宝
珠
山
駅
及
び
親
水
公

園
駅
予
定
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

親
水
公
園
の
新
駅
設
置
に
関
し

て
は
、
福
岡
県
の
補
助
を
受
け

た
場
合
、
県
の
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
で
、
親
水
公
園
か
ら
駅

ま
で
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
当
初

３
０
０
０
万
円
と
い
う
工
事
費

見
積
り
を
大
幅
に
上
回
る
か
な

り
の
高
額
工
事
費
に
な
る
事
が

わ
か
り
ま
し
た
。
村
か
ら
は
駅

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
３

つ
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
、
農
林
建
設
課
の
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
調
査
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
開
催
日　
令
和
４
年
６
月
7
日
・
７
月
1２
日
・
８
月
３
日

・
９
月
１４
日
・
12
月
14
日

　
そ
の
他
に
も
、
小
石
原
ダ
ム

ふ
れ
あ
い
公
園
予
定
地
・
河
川

の
被
災
箇
所
・
道
路
の
不
具
合

箇
所
等
、
主
管
す
る
課
の
問
題

を
調
査
・
協
議
し
、
改
善
に
向

け
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
仮
設
道
や
仮
桟
橋
の

設
置
、
法
面
の
地
質
に
よ
っ
て

は
補
強
工
事
等
も
必
要
と
な
り
、

さ
ら
に
工
事
費
が
増
加
す
る
可

能
性
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

新
駅
設
置
に
つ
い
て
の
現
実
性

や
適
切
性
、
必
要
性
に
つ
い
て

も
委
員
会
で
協
議
し
、
９
月
議

会
で
は
委
員
が
代
表
し
て
一
般

質
問
も
行
い
ま
し
た
。

①
板
柵
工
に
よ
る
歩
道
設
置
案

　
　
　
　
　

 　
　
約
１
億
円

②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
案

　
　
　
　
　
　
　
　

  

約
２
億
円

③
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
設
置
案

　
　
　
　
　

  

約
１
億
８
千
万
円

　
毎
年
、
東
峰
村
で
も
熱
中
症

で
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
暑
さ
に
慣
れ
て
い

な
い
５
月
く
ら
い
か
ら
啓
発
活

動
を
始
め
て
、
村
民
が
暑
さ
に

対
す
る
準
備
と
対
応
で
き
る
心

構
え
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。　

経
済
常
任
委
員
会
活
動
報
告

委
員
長
　
佐
々
木 

紀
嘉

総
務
常
任
委
員
会
活
動
報
告

委
員
長
　
大
蔵 

久
徳

熱中症アラーム 熱中症チラシ大行司駅ホーム 棚田親水公園駅予定地

親
水
公
園
駅
の
設
置
は
必
要
か
？

よ
り
丁
寧
な
熱
中
症
対
策
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

必
要
で
は
？

診療所の医師より熱中
症とはどのような疾患
で身体に与える影響、
どうすれば大事になら
ないかなど発信できな
いか

申し入れ

1

担当課
対 応

来年度の予算に計上で
きるか検討する

申し入れ

2
熱中症アラームを高齢
者の住宅に設置できな
いか

担当課
対 応

防災無線により注意喚
起を行った

申し入れ

3

防災無線で東峰村の一
番注意すべき時間を放
送し、注意喚起できな
いか

さらに、住民福祉課ではワクチン
接種会場で熱中症に関するチラシ
を配布しました。
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6
9
号

令
和
5
年
1月
１
5
日
発
行

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 
ＴＥＬ

 ０９４６（
７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

「県境の駅を守る」

　令和５年のＢＲＴ開通に
合わせて、シリーズで沿線
住民の皆さんの取り組み
をご紹介します。

筑前岩屋→大行司→ 宝珠山

日田彦山線
沿線物語

シリーズ

新
年
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
今
年
は
、
癸
卯（
み
ず
の
と
・

う
）の
年
で
す
。
癸
卯
は
、「
こ
れ

ま
で
の
努
力
が
花
開
き
、
実
り

始
め
る
こ
と
」
と
い
っ
た
縁
起

の
よ
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
滞
っ
て
い
た
こ
と
が

開
花
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し

ま
す
。
そ
し
て
東
峰
村
が
更
に

発
展
し
、
村
民
皆
さ
ん
が
笑
顔

で
幸
せ
に
な
る
た
め
に
、
共
に

力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

   

（
佐
々
木　
孝
）

議
会
広
報
特
別
委
員

委
員

長
　 

高
橋
　
弘
展

副
委
員
長
　  

佐
々
木
　
孝 

委

　
員
　  

髙
倉
美
紀
惠

　
　
　
　 

　 

樋 

口
　
朗

　
　
　 

　
　 

和
田
　
将
幸

発
行
責
任
者

議

　

長

伊 

藤
　
均

編
集
後
記

　
宝
珠
山
駅
は
、
昭
和
12
年
８

月
に
石
炭
を
積
み
出
す
機
能
を

持
つ
駅
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

線
路
は
８
番
線
ま
で
あ
り
、
昭

和
38
年
の
炭
鉱
閉
山
ま
で
そ
の

責
を
担
い
、
大
変
賑
わ
い
ま
し

た
。
村
の
中
で
一
番
に
開
業
し

た
の
で
、
福
井
駅
で
な
く
宝
珠

山
駅
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
が
九
州
内
で
唯
一

県
境
を
ま
た
ぐ
駅
と
し
て
話
題

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
の
建
物
は
、
平
成
９
年
に

昔
の
面
影
を
そ
の
ま
ま
残
し
て

建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
駅
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
、
東
福
井
自
治
公
民
館
の
一

館
一
運
動
と
し
て
、
毎
年
７
月

に
駅
周
辺
の
草
刈
り
な
ど
美
化

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。（
災

害
以
降
は
、
延
田
下
組
中
心
）

駅周辺の草刈りの様子駅周辺の草刈りの様子
岩田昭宣氏(猿喰出身)作
昭和42年当時の宝珠山駅の様子
岩田昭宣氏(猿喰出身)作
昭和42年当時の宝珠山駅の様子 九州内で唯一の県境をまたぐホーム九州内で唯一の県境をまたぐホーム
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